
 

  河川からまなぶ久喜の歴史発掘講座Ⅰ 
         篠原 吉則 

 

久喜市一般(20人）                         1時間 30分  

 

久喜市ふれあいセンター会議室            令和２年 9月 21日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムの

ねらい 

対象 所要時間   

場所 

 概要 

 

実施時期 

久喜は、葛西用水や見沼代用水の開削により新田開発が行われ繁栄してきました。

市内を流れる河川を学ぶことにより、地域を調べる楽しみを学びます。 

 

 

久喜市栗橋地区の農業用水から 

中川周辺の自然について学ぶ 

 

 

 

 
プログラムの内容 

 １ 講座（85分） 

題目 伊奈忠次の水を制する戦い 

1.栗橋周辺の河川を歩く 

2.島中川辺領の水路 

3.伊奈忠治の水を制する戦い 

4河川の歴史と自然歩きのすすめ 

２ 質疑応答（10分） 

1.葛西用水の分水工の場所 

2.江戸時代の栗橋の農業生産の様子、天水はどのような用水なのか 

3.備前渠取水口が仁手から山王堂に変更理由 浅間山の天明大噴火で取水口が埋没したため 

4.平地のダム、行幸湖の利用はいつ始まったか 1992年から 

5.デンジソウの保護の様子 現在、久喜の自然を愛する会が主導  

 

 

分野：④川の再生活動 

受講者の反応 コロナ渦での受講者が集まるかどうか心配したが、多くの方に来ていただいた 

  

 

環境アドバイザー 

活動情報シート A：外部公表用 



環境学習の様子（写真）※表面に写真を掲載している場合は不要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


